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Rによる臨床データの前処理・チュートリアル

2020.2.6

東京大学こころの多様性と適応の統合的研究機構（UTIDAHM）

小池進介

主な統計解析手法
• t test, U test
• Paired t test
• Pearson’s r, Spearman’s rho
• ANOVA, ANCOVA
• Repeated measures ANOVA
• General linear model （GLM）
• Chi square test
• Multiple regression
• Logistic regression model
• Generalized linear model
• Generalized linear mixed model
• Structure equation model
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解析に移る前に・・・ 前処理！
• 前処理データ確認と処理

– 重複データ処理
– 欠損値処理
– 外れ値処理
– 正規性、離散傾向の確認

• データの意味づけ
– 変数の定義（カテゴリー化）
– 変数の作成

• 常に可視化

– 正規化
– 次元削減

• データセットの組み換え・抽出
– 解析データセットの作成・抽出
– 横持ち、縦持ち

解析に移る前に・・・ 前処理！
• 前処理データ確認と処理

– 重複データ処理
– 欠損値処理
– 外れ値処理
– 正規性、離散傾向の確認

• データの意味づけ
– 変数の定義（カテゴリー化）
– 変数の作成

• 常に可視化

– 正規化
– 次元削減

• データセットの組み換え・抽出
– 解析データセットの作成・抽出
– 横持ち、縦持ち

Rmarkdownでも可視化を行います
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data2.csv
• どのような質問紙かは、data2questionnaire.docx を参照してください

• 230 participants

• Demographics
– age
– sex
– iq

• Longitudinal data (0, 1, and 2 years later)
– WHO5: wellbeing
– GHQ12: depressive symptoms
– SSQ(A, B): social support (number, satisfaction)

• Some missing values
– blank： No response
– -1： Missing values

データセットの可視化

• summary(), head(), table()

• Rmarkdown（後述）

• 散布図 & 相関行列

• More useful ones (少し時間がかかります)
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CreateTableOne

vars = 表に表示させたい変数を指定
factorVars = そのうち、factor変数を指定（事前にas.factor()はする必要がない）
strata = 群分け変数を指定

データの確認 → データの意味付けへ

• 欠損値処理

• 外れ値処理

• 正規性、離散傾向の確認

• データの意味づけ

– 変数の定義（カテゴリー化）

– 変数の作成
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R (RStudio)の基本ルール６

データ型 例 適用可能データ 構造検査 構造変換
論理値 TRUE, FALSE スカラー～行列 is.logical() as.logical()

文字列 “a”, ”b”, ”c” スカラー以上 is.character() as.character()

整数 -1, 0, 1 スカラー～行列 is.integer() as.integer()

実数 -1, 0.5, 1.23 スカラー～行列 is.numeric() as.numeric()

複素数 1 + 2i スカラー～行列 is.complex() as.complex()

順序なし因子 “Boy”, “Girl” スカラー～行列 is.factor() as.factor()

ベクトル c(1, 2, 3) ベクトル以上 is.vector() as.vector()

行列 matrix(1:6, 
nrow = 2,
ncol = 3)

ベクトル以上 is.matrix() as.matrix()

データフレーム １つ以上のベクトル ベクトル以上 is.data.frame() as.data.frame()

リスト １つ以上のデータ
セット

ベクトル以上 is.list() as.list()

• 変数の定義が重要です

前処理が終わったら

変数作成・解析の前に

• 別の名前で作成するのが良いです

• 試行錯誤の段階であれば、この時点での前処理
をbackupしておく

– 別ファイルに保存して、source()を実行するようにす
る

– y -> y.backup として一時保存
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変数の作成、正規化

• SPSS, Excelで有用な関数がRにもあります

SPSS R

ファイルの結合（変数の追加） x <- cbind(x, new.var)

他の変数への値の再割り当て
recode age (0 thru 19=1)(20 
thru 49=2)(50 thru 
99=3)(else=sysmis).
recode age (-1=sysmis)(0 thru 
19=1)(20 thru 49=2)(50 thru 
hi=3) into agecategory.

expss::recode(x$age) = c(0:19 ~ 1, 20:49 ~ 2, 50:99 ~ 3, 
other ~ NA)

x$agecategory = recode(x$age, -1 ~ NA, 0 %thru% 19 ~ 1, 
20 %thru% 49 ~2, 50 %thru% 99 ~ 3, other ~ copy)
recode(x$age, -1 ~ NA, 0 %thru% 19 ~ 1, 20 %thru% 49 
~2, 50 %thru% hi ~ 3) %into% x%agecategory

連続変数のカテゴリ化 x$agecategory <- ifelse(x$age>20,1,0)

Excel R

countif expss::count_if(1,x$sex)
expss::count_col_if(gt(20),x$age)
expss::count_row_if(le(0),x)

sumif expss::sum_if(gt(20),x$age)

<1 lt(1)
<=1 le(1)
<>1 ne(1)
=1 eq(1)
>=1 ge(1)
>1 gt(1)

SPSS: 
recode iq (-1=sysmis)(0 thru 99.99=0)(100 thru hi=1) 
(else=sysmis) into high_iq.

Excel:
if(iq = -1, NA, if(iq < 100, 0, if(iq >= 100, 1, NA)))
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解析に移る前に・・・ 前処理！
• 前処理データ確認と処理

– 重複データ処理
– 欠損値処理
– 外れ値処理
– 正規性、離散傾向の確認

• データの意味づけ
– 変数の定義（カテゴリー化）
– 変数の作成

• 常に可視化

– 正規化
– 次元削減

• データセットの組み換え・抽出
– 解析データセットの作成・抽出
– 横持ち、縦持ち

レコードの抽出（ケースの選択）
SPSS R

ケースの並び替え
Sort cases by id.

X[order(x$id,decreasing=F),]

行と列の入れ替え t(x)

ファイルの結合（変数の追加） x <- cbind(x, new.var)

ファイルの結合（ケースの追加） x <- rbind(x, new.case)

ファイルの分割 x.male <- x[x$sex==1,]
x.female <- x[x$sex==2,]ケースの選択
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データセットの保存形式

横持ち 縦持ち

縦持ちと横持ちの切り替え

cheat sheet!
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多くの臨床研究データはこのどちらでもない（余計混乱）

様々なデータセット
・ 欠損値はある
・ 途中から追加変数が入っている
・ 計算の変数も追加、しかも中途半端
・ 途中から入力形式が変わっている

（大文字、小文字）

ACMP var Vars in your 
dataset

Notes

MRIID ID

Age Age

Sex Sex 1 = male, 
2 = female

Diag Diagnosis

SymptomScale NA PANSS

Symptom1 3

Symptom2 2

標準データセットへの
落とし込みとQC キーIDを用いた結合
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